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研究成果の概要（和文）：本研究では，日本と韓国企業の知識創造プロセスの動態的展開を明ら

かにするために，日本および韓国企業の中で，高い業績をあげている，もしくは危機から再生

した企業の知識創造プロセスが，「なぜ」そして「どのように」して展開されたのか，すなわち

「ナレッジ・イノベーション・パターン」の動態的展開を解明した。これらの分析結果から，

熾烈な企業間競争で疲弊し低迷している日本と韓国企業，もしくは，危機的状況から企業の再

生を試みる日本と韓国企業にとって有用な実践的示唆を提示したと考える。 

 

研究成果の概要（英文）：In this research, we clarified dynamic deployment of the knowledge 

creation process of Japan and the South Korean company, which is making a successful 

result or accomplished turnaround from the crisis . We studied that the knowledge creation 

process of the company "was why" and "how" was carried out, i.e., a "knowledge innovation 

pattern" was deduced. We think that is a useful practical suggestion for Japan and the 

South Korean company which try to realize turnaround from a critical situation in very 

intense global competition. 
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１．研究開始当初の背景 

日本企業の競争優位の源泉や成功要因を説
明する鍵として，組織的知識創造モデルが，

提示されて以降，さまざまな企業活動（たと
えば，新製品開発活動や研究開発活動など）
の分析に用いられてきたが，未解明の経営現
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象も少なくない。また，その分析には，事例
分析が用いられることが多く，定量分析，も
しくは定量分析と事例分析を相互補完的に
用いた分析はほとんど無い。 

我々は，これまで知識経営や国際経営に関
する体系的な研究の蓄積を行ってきた。本研
究の研究代表者である平野は，平成 14 年度
以降の寺本らとの共同研究により，グロ－バ
ルな企業の成長・発展のプロセスを，知識経
営論の視点より分析を行い，企業の成長・発
展のプロセスで展開される知識創造の活動
やイノベーションの源泉を明らかにし，グロ
ーバルな知識ネットワークの進化モデルを
提示した。特に近年は，海外に展開している
日系国際合弁企業のマネジメントに関する
理論的・実証的研究を行い，その成果は『国
際合弁企業と知識創造』に纏められた。さら
に，平成 20 年度の平野・姜・李による共同
研究では，在日合弁企業，在韓合弁企業の知
識創造プロセスの規定因を明らかにしてき
た。 

これらの研究を通じて，国際合弁企業の調
査で見出された知識創造プロセスの規定因
（主要競争戦略，市場の競争度，企業規模，
事業内容，創業年数，情報技術・情報システ
ムの整備活用度等）や知識創造プロセスの型，
すなわち「ナレッジ・イノベーション・パタ
ーン」が，日本と韓国企業で異なる可能性が
示唆された。さらに，日本と韓国企業の高業
績企業，および危機的状況から再生を成し遂
げた企業の「ナレッジ・イノベーション・パ
ターン」に特徴があるのではとの手がかりを
得た。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，知識創造モデルを分析視
角とし，日本企業と韓国企業を対象とする実
証研究によって，日本企業と韓国企業の知識
創造の実態を明らかにすることである。具体
的には，①知識創造プロセスの規定因の特定
化（検証），②「ナレッジ・イノベーション・
パターン」の析出，③「ナレッジ・イノベー
ション・パターン」の動態的展開の解明の３
つを本研究の目的とした。                                

 

３．研究の方法 

既に述べたように，本研究の目的は，知識
創造モデルを分析視角とし，日本企業と韓国
企業を対象とする実証研究によって，日本企
業と韓国企業の知識創造の実態を明らかに
することである。本研究では，定量分析と事
例分析を相互補完的に併用し分析を試みる。
定量分析では，日本企業，および，韓国企業
に対して，質問票調査を実施する。得られた
有効回答は，多変量解析の手法を用いて，日
本および韓国企業で展開される知識創造プ
ロセスの規定因を特定する。さらに，特定さ

れた規定因によって異なると予想される知
識創造プロセスの型，すなわち，「ナレッジ・
イノベーション・パターン」を析出する。事
例分析では，日本と韓国の高業績企業，およ
び，危機から再生した企業の知識創造プロセ
スが，「なぜ」そして「どのように」して展
開されたのか，すなわち，「ナレッジ・イノ
ベーション・パターン」の動態的展開を解明
する。事例分析の対象企業としては，現代・
起亜自動車，三星電子，および，韓国自動車
部品企業などである。 
 
４．研究成果 
平成 21年度～平成 24年度の研究期間にお

いて，日本と韓国企業の知識創造プロセスの
動態的展開を明らかにするために，日本およ
び韓国企業の中で，高い業績をあげている，
もしくは危機から再生した企業の知識創造
プロセスが，「なぜ」そして「どのように」
して展開されたのか，すなわち「ナレッジ・
イノベーション・パターン」の動態的展開を
解明することを試みた。 
事例分析の対象企業として，日本企業では，

トヨタ，フォード・マツダ，長谷工コーポレ
ーション，韓国企業では，現代・起亜自動車，
三星電子，ハイニクス半導体の事例分析を行
った。事例分析の過程で，日本企業と韓国企
業の知識創造プロセスの規定因（主要競争戦
略・市場の競争度等・規模・事業内容・創業
年数，情報技術・情報システムの整備活用度
など）や，規定因ごとの知識創造プロセスの
型，すなわち「ナレッジ・イノベーション・
パターン」に差異があることが示唆された。  
当該研究期間の研究実績は以下の通りで

ある。 
李・平野(2010)は，1990年代末の韓国経済

危機前後の現代・起亜自動車の企業再生のプ
ロセスを企業連携力やナレッジ・イノベーシ
ョンの観点から経時的に捉えた論文である。
姜・平野(2011)は，資源戦略論や知識ベース
論の視点より，三星の全方位的なグローバ
ル・オープン・パートナーシップを通じた知
識能力構築のプロセスを明らかにした。また，
李（2010）では，1990年代末の韓国経済危機
以降の韓国自動車及び部品産業の全体像を
考察し，その構造的特徴と問題点を導出した。
海外実地調査としては，平野の米国フォー
ド・在米マツダ系部品メーカー調査(2011 年
3 月)，李・平野の韓国現代自動車調査(2011
年 2月)がある。 
さらに，李・平野(2012)は，フォードの傘

下で企業再生と成し遂げたマツダと現代自
動車グループの中で危機から脱却し，グロー
バル市場で通用できる競争力を身につけた
起亜自動車の２つのケースを比較分析し，
「ナレッジ・イノベーション・パターン」の
あり方についての解明を試みた研究である。



 

 

フォード・マツダ間の知識創造プロセスは，
経営権の譲渡に拘わらず互いに学習しあい，
補完しあうという互恵的な関係を演出しな
がら，知識資源の共同利用は時間をかけて慎
重に進めていたのに対して，現代・起亜グル
ープの事例では，買収当初から，組織間学習
よりは知識資源の集約と共同利用に傾倒し
ていた。これらの事例研究より，戦略的提携
における「ナレッジ・イノベーション・パタ
ーン」は，企業間関係のコンテキストに強く
依存しているということが分かった。 
また，研究成果は，日本生産管理学会，国

際ビジネス研究学会，実践経営学会，日本中
小企業学会，および韓国済州大学において開
催された第 25 回韓日経済経営国際学術会議
などで発表した。 
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